特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年04月17日　508号
13年度会計監査を実施　11日　11時30分～13時30分　監査役の武田稔氏と村田源人氏が、ご多忙の中参集いただき、深田理事長から13年度の主な事業の特徴と決算について説明がされました。特に今年は山城大水害60周年にあたり、その記念として3連続講演会の開催、京都府地域力再生プロジェクト事業交付金申請を300万円の申請を行い、交付決定を受けたイノシシ防御柵設置、里山再生への炭焼き窯屋根の新設及び木津川読本「木津川はどんな川」の編集発刊、会員増加を目指した取り組みを行いつつも会員の高齢化による会員減少という結果になり、新年度には新たな課題も明確になったと報告がされました。年間決算額は825万円という想像を超える大きな財政規模になり、新暫定ＮＰＯ認定への取り組みは、遅々として歩みが進まず、会員増加と合わせて、重要な課題であることが一層明確になったとの報告がされました。午前中の記帳実務書類の点検に引き続き、午後には里山農園での開拓現場の視察でイノシシ防御柵設置の現場と炭焼き釜屋根設置の視察をいただきました。
この日の監査では、深田理事長による帳簿の記帳と現金管理等が完全な一致を確認のうえ、正確な記帳について評価いただきました。そして作業現場の視察にも出かけて頂き、確認をいただきました。いずれにしても真面目に正確な記帳に高い評価がありました。
春の野草を食する会　12日　30人の出席　洛南タイムス報道　10時より
この日は誠に天気に恵まれて絶好の野原遊びに最適でした。風もほとんどなく先週とは大違いでした。参加された皆さんをお客さん扱いするのではなくスタッフとして位置付けることにしました。いち早くこられた方には火起こしをお願いしました。会場を設営する人、テーブルを設置するためのブロック運び、七輪を仕掛ける人等、気付いた所からどんどん作業を進めて頂きました。新田辺駅からの参加者が到着して、開会です。深田理事長の開会あいさつ、続いて全員の自己紹介ですっかり意気投合、仲良くなれたようです。精華町から宇治から城陽から等各方面から、自然が大好き、野原での遊びが大好きといって集まっておられました。湯川幸子さんに案内と解説をしていただきながら木津川河川敷を約1時間歩いて、天ぷらにできる野草を摘み歩きました。植物部会の伊藤さんを筆頭に前日に準備いただいた18種を加えて54種類が採取され、それぞれをきれいに砂落としの水洗いを行い、衣の粉を溶きました。それぞれを5人づつのグループに班分けをしてリーダーを中心にして天ぷら揚げの支度が進みました。天ぷらは揚げたてがおいしいので、熱々を食するようにテーブルの真ん中に七輪を置く穴を開けて周りから各々が食材を油に入れて、揚げたての野草をいただきました。約1時間30分はグループで集中して楽しく食事を楽しみました。ほとんど立ち歩く人がなく、交流を深めあうことができる時間があっという間に過ぎました。里山の会の打田の田んぼで収穫した米でご飯を炊いていただいてお腹いっぱい食べました。昨年までのうどんに代わっての御飯も美味しかったとの反響が寄せられました。頃合いに集合写真を撮りみんなで後片付け、スピーディに進みました。この日のヒットはテーブルの改善でした。リーダーの設置もスムースな運営に役立ちました。年々改善改良に知恵を出していくことが楽しい取組へと進歩するヒントであることを学びました。
里山農園の生態園への取組　11日　桜谷先生と　　コクラン　ウメバチソウ発見　　名古屋に住居を移された桜谷先生が、ぜひ優れた里山農園を生態園として発展させてみませんかと提案いただきました（提言：会誌36号・・調査研究報告に掲載）。その具体的な取り組みとして周辺の植物調査を行うこと、そしてオオムラサキの飛翔が確認できる展望台などの設置場所の検討、そこへのルート探しを行いました。桜谷先生と近畿大学生の近藤君、里山の会から金田さん、小泉さん、山村が参加、午後から深田理事長や青代さんも応援に加わっていただきました。クヌギやコナラの伐採、エノキの周囲の竹の片付けと始末に汗を流しました。この作業の中でコクランを発見、イチヤクソウも発見できました。コウヤボウキの群落も見つかりました。午後からはウメバチソウやミヤコアオイの発見に歩きました。ショウジョバカマやチゴユリ等も目に入りました。こうした時間を過ごしますと素晴らしい貴重な自然であることが証明されます。普賢寺地域の自然調査の必要さを改めて感じました。17日にも桜谷先生が調査にお越しになっていただけることになりました。少しの時間でも都合がつきましたら、一緒に調べてみませんか、山村までご連絡ください。お待ちしています。
木津川読本の配付　　山城教育局長との話　10日　　2週間前に局長さんに持ち込んだ木津川読本について、その後の様子をうかがいに上がりました。「山城地域の南部の市町の教育いい会については一応説明を個別に行った」と大変なご協力いただいていることが分かりました。「残るは宇治市や城陽市等局の北部地域の教育委員会へのお話を進めていくつもりですから、もう少しお待ち下さい」とのことでした。遅くとも5月の連休明けには返事をいただけることと察しました。局長さんの説明では、「児童個人への配付では狙っておられる活用にはなりきらないのではないだろうか、図書室に設置保管して、誰でもがいつでも閲覧できるようにすること、そして一定数のまとまった冊数が準備されて授業の進展に従って活用できることが、いいのではないだろうか」と助言がありました。
木津川マラソン　東日本大震災支援金交付申請のためのプレゼンテーションが3日、10時から8団体の出席で開催されました。それぞれ7分間の説明を行い、質疑応答が行われました。福島県から放射能の被害を受けやすい子どものために移ってきている方々は、知らない都市で友人を求めている、応援の仲間を求めている、といった発言がすべてに通じていました。
琵琶湖淀川流域圏連携交流会　幹事会　14日に開催され、14年度の活動を話し合いました。出席されていた国土交通省近畿地方整備局の職員さんは異動があって、前には名張の河川事務所におりましたといった係員さんもお越しになっていました。河川環境財団から170万円の助成申請を行ったが、50万円（カヌーで下るイベント）の内定通知が届いたとの報告がありました。年度総会を5月10日京都で開催を決めました。
2014年度通常総会　25日　14時～　出席者社員人数がかなり厳しい状況にあります。ぜひとも多くのご出席をお願いします。
会誌36号製本作業　24日　13時～　京田辺市中央公民館で従来通りおこないます。多くのご参加をお願いします。新印刷機を購入しましたが、会誌カラーに向けた必要経費の予算化について見通しができませんので、36号製本は従来方式を採用することにしました。ぜひとも多くの皆さんのご協力をお願いします。
春のハイキング　　5月3日　（土）　天王山方面にと準備を進めています。できるだけ平坦地を選ぶようにとの意見があり、ご要望にこたえるために深田理事長を先頭に取組みます。小雨決行ですので、今から準備をお願いします。これまで乙訓地方にはあまり言っていませんので、ご期待ください。最終到着地点には、サントリー本社がありますので見学をしてみようと思います。　集合時間や場所やコースはホームページをご覧ください。
